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既設構造物の劣化損傷（１）

・現在、既設構造物の劣化損傷が多く、早急な補修が求められています。

１．既設構造物の劣化損傷の事例（１）

【このような劣化損傷部の補修にリニューアルパネルが活躍します】

①ｹｰｿﾝ：鉄筋の露出や欠損。 ②鋼製函：鋼製枠の腐食でｺﾝｸﾘｰﾄが劣化。

【鋼製函】
陸上組み立
ての骨組み
を海中に設
置し、外周
を注入コン
クリートで
囲い、中詰
材を投入す
る工法。

防波堤 防波堤

防波堤 防砂堤

③ﾌﾟﾚﾊﾟｯｸﾄﾞｺﾝ：ｺﾝｸﾘｰﾄの剥離や大規模損傷。 ④鋼矢板：部分的な開孔腐食。
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利用用途および構造の概要

１）劣化損傷部の補修
①防波堤や護岸などの、上部および本体工の劣化損傷部の補修に最適。
②劣化損傷部をパネルで覆い、内部にコンクリートを充填。
③パネルは工場や現場ヤードなどで製作する鉄筋コンクリート製。
④断面幅は６００ｍｍと薄い。(コンクリート打設時の最低必要幅を考慮)

水中ｺﾝｸﾘｰﾄ
打設時の側
圧に抵抗す
るため、鉄
筋を配置し
た最低厚。

２．リニューアルパネルの概要（１）

【ﾊﾟﾈﾙ幅】
型枠25cm
＋中詰ｺﾝｸ
ﾘｰﾄ最低幅
＝30cm強
≒60cm
既設とのｸﾘ
ｱﾗﾝｽ＝
15mm

２）試験施工完成写真

正 面 側 面

６００ｍｍ

岸壁は前出
しとなるた
め、部分的
な補修は利
用に支障。
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工法の概要（模型）

・劣化部の上下
にある健全部に

Ｈ鋼材(ガイドレ
ール)を取り付け。
・樹脂アンカー。

２．リニューアルパネルの概要（２）

１）既設堤体にＨ鋼材を設置

２）パネルに溝形鋼を設置

・工場でパネル

に溝形鋼(接続金
具)を取り付ける。
・劣化部が深い
場合は、パネル
を分割し通しボ
ルトで連結。

・Ｈ鋼材をガイ
ドにしてパネル
を落とし込むた
め、パネル下部
を入るだけで容
易に設置可能。

３）既設堤体にパネルを落とし込む

・コンクリート
打設用のホース

径＝φ300mm
程度が入る隙間
を確保。

４）隙間に水中コンクリートを充填

【品質が良く、パネル設置も簡単】

 

実際の試験
施工状況

劣化部をパネルで保護
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図面一例（単体図）

２．リニューアルパネルの概要（３）

１箇所に
チャンネル
を２つ取り
付けること
で、Ｈ鋼の
ガイドレー
ルを挟み込
む構造。
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図面（構造一般図）

２．リニューアルパネルの概要（４）

両側面と底
面に中詰コ
ンクリート
の漏れ防止
枠があるタ
イプ。
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試験施工の概要

３．リニューアルパネルの試験施工（１）

・劣化損傷
程度HWL～
LWL-1.0m

程度の範囲
をカバーす
るパネルの
大きさ。
・延長は１
スパン=6m

１）発注者
・釧路開発建設部

２）施工者

・渡辺建設工業株式会社
３）施工箇所

・歯舞漁港温根元地区西防波堤
港外側1スパン（平成2９年３月実施）

・平面図

・縦断図

・断面図 +2.6
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施工の流れ（１）

３．リニューアルパネルの試験施工（２）

①架台によ
りレール2
本を平行に
保つことで、
容易なパネ
ル設置を実
現。

ﾘﾆｭｰｱﾙﾊﾟﾈﾙ製作

かき落し

ﾊﾟﾈﾙ組立

ﾚｰﾙ部取付

  

②ﾚｰﾙを堤体に設置

③ﾚｰﾙ部取付(樹脂ｱﾝｶｰ取付+ﾎﾞﾙﾄ締め)

④ﾊﾟﾈﾙ台船積込 ⑤ﾊﾟﾈﾙ組立(一体化+部品取付)

⑤通しボル
トで一体化。

劣化部範囲
が小さい場
合はパネル
1つも可能

①架台にﾚｰﾙを設置

ﾚｰﾙ設置
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施工の流れ（２）

３．リニューアルパネルの試験施工（３）

⑥樹脂アン
カーの硬化
後、架台を
撤去し、パ
ネルを設置。
設置≒５分。

ﾊﾟﾈﾙ吊上げ・移動

  

⑥架台取外し ⑦ﾊﾟﾈﾙ吊上げ・移動

ﾚｰﾙ部架台取外し

⑨側面は堤
体劣化度合
に合わせて
あて板をダ
イバーによ
り設置。

  ﾊﾟﾈﾙ設置

中詰水中ｺﾝｸﾘｰﾄ打設

⑧パネル設置（ﾚｰﾙにﾊﾟﾈﾙのﾁｬﾝﾈﾙを入れる）

⑩ｺﾝｸﾘｰﾄ打設 ⑪天端均し

天端均し

終了

⑩底開閉式
のｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟ
ﾝﾌﾟ打設と
することで、
最小限の施
工幅。

⑨漏れ防止板設置

漏れ防止板設置
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リニューアルパネル工法の利点

４．リニューアルパネルの試験施工結果（１）

●試験施工実施により、リニューアルパネルの実用性を確認できました。

１）長期耐久性に優れた補修断面の構築。
①補修後の壁面は、工場や現場ﾔｰﾄﾞで製作する品質の良い鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製。

②鋼材は、ﾊﾟﾈﾙ内部のｺﾝｸﾘｰﾄに埋まるため、錆などによるｺﾝｸﾘｰﾄの劣化はない。

２）施工性、環境性に優れた構造。
①既設構造にｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙを設置後、ﾊﾟﾈﾙを落とし込むだけの簡単かつ短時間施工。

②水中での型枠固定作業や、型枠の設置取外などの水中作業が少ない。
（既設提体との側面の隙間を塞ぐダイバー作業は若干必要。高い精度は要しない）

③既設コンクリートなどの撤去を伴わないため、建設廃材がなく環境に優しい。

④補修断面部は、６０ｃｍの前出し程度と小規模。

⑤ﾊﾟﾈﾙ重量が１４ｔ程度と軽く、小さな作業船でも施工可能。

（試験施工では、L=6.0m、B=0.25m、H=3.0m。：L=10mの場合は23ｔ程度)

３）経済性に優れた構造。
①従来型の補修工法（水中コンクリート腹付）より安価となる場合が多い。
②劣化損傷が多い干満帯付近のみの補修が可能なため、最低限の補修が可能。

－－－ 次頁 経済比較参照 －－－

ﾚｰﾙ下部は、
ｺﾝｸﾘｰﾄ漏れ
防止鋼板を
設置してい
るため、一
部水中に露
出している。

→干満帯で
はなく水中
部であり、
酸素の供給
も少なく問
題となる様
な腐食は考
えにくい。

11

経済性比較

４．リニューアルパネルの試験施工結果（２）

①ﾘﾆｭｰｱﾙﾊﾟ
ﾈﾙは劣化損
傷部のみの
施工が可能。

②腹付水中
ｺﾝｸﾘｰﾄは、
ﾏｳﾝﾄﾞ天端
まで施工が
必要。

③混成堤で
根固や被覆
ﾌﾞﾛｯｸがあ
る場合、基
礎捨石追加
の他に、ﾌﾞ
ﾛｯｸの撤去
再設置を伴
うため、工
費が膨らむ。

②在来工法（根固・被覆ありの場合） ③在来工法（根固・被覆なしの場合）

①リニューアルパネル工法
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.5
0

・岩着など基礎マウンドやブロッ
クがない場合は、リニューアルパ
ネルの高さの変化により、工費が
逆転する場合もある。

・地域や施工箇所による材料単価
によっても工費は異なる。
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.
50

1.50

基礎石追加

ブロック
撤去再設置

ﾏｳﾝﾄﾞ天端まで
ｺﾝｸﾘｰﾄ設置

必要最低限の
補修範囲

直接工事費

 ① リニューアルパネル工法 506,000 円/m

 ② 在来工法（根固・被覆あり） 1,018,000 円/m

 ③ 在来工法（根固・被覆なし） 598,000 円/m


